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(11)青木正児 f支那文学思想史』岩波書j苫、一九四三年、 3"'15ペー ジ。
(12) fi'津田左右吉全集.Jl531J巻第二、岩波書庖、一九六六年、 60、124ペー ジ。
(13)西郷信鱗fi's本古代文学史』岩波書底、一九五一年、 52"'53ペー ジ。
(14)罫藤和〈男「中国文学における民族遺産・伝統の開題J(fi'日本文学J一九五二年一一月)。
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(15)竹内好rw中国文学』の廃刊と私J(W竹内好全集』第十四巻、筑摩書房、一九八一年)、
451ペー ジ。
(16)吉川幸次郎「支那学の問題 支那語の不幸J (W吉川幸次郎全集』第十七巻、筑摩書房、
一九六九年)、 422-----423ペー ジ。
(17)杉野要吉(1)前掲論文によれば、戦時中の吉川は、中国が伝統的な中華思想、を捨てて、
大東亜共栄鶴の一員として生きていくべきと主張していた。つまり、当時の吉川にと
って、中国とは、あくまで一つの「外国」でありつつも、他のアジア諸国と同様に、日
本を議点とした大東亜共栄圏の枠組の中に編成されてゆくべきものだ、った。しかし、
戦後の吉)I[は、単行本の中から戦時中のそうした記述を削験している。
(18)吉川幸次郎(16)前掲書、 430ペー ジ。
(19)間前、 419ペー ジ。
(20)吉川幸次郎「中国人の空想1JJ (W吉JI[幸次郎全集』第二巻、筑摩書房、一九六九八年)。
(21)吉川幸次郎f中国の知恵J(W吉川幸次郎全集J第二巻、筑摩書房、一九七O年)、 19---
20ペー ジ。
(22)間前、 21ペー ジ。
(23)吉川幸次郎f日本の潔癖J(W吉川幸次郎全集』第十七巻、筑摩書房、一九六九年)、 85
~86ページ。
(24)吉川幸次郎「日本の儒学J(間前)、 82"-'83ペー ジ。
(25)杉野要吉(1)前掲論文。
追記
本論文は、「慈糖大翠東方語文皐系 東方文化事術研討曾J(2008年6月21日)
での発表を改稿したものである。
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